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荷
上
げ

　
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日

　
五
時
松
本
着
、
た
だ
ち
に
島
々
へ
行
き
、
西
糸
屋
に
て
干
飯
、
餅
各
三
升
依
頼
。
米
を
若
干
買
入
れ
て
大
町

へ
向
う
。
大
町
で
は
葛
行
バ
ス
の
終
車
に
乗
り
遅
れ
、
「
山
七
」
旅
館
に
泊
る
。
素
泊
り
で
一
一
〇
円
。
暇
つ

ぶ
し
に
湯
俣
温
泉
小
屋
持
主
を
訪
ね
、
天
上
沢
の
路
が
予
想
外
に
良
い
こ
と
を
聞
き
安
心
す
る
。
大
町
で
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
雪
は
少
な
く
、
ス
キ
ー
を
持
っ
た
格
好
は
良
く
な
い
。

　
十
二
月
十
三
日

　
八
時
の
バ
ス
で
葛
入
り
、
高
瀬
館
に
ス
キ
ー
を
預
け
、
九
貫
の
荷
を
背
負
っ
て
湯
俣
へ
向
う
。
葛
か
ら
雪
路

で
、
ツ
ル
ツ
ル
で
歩
き
難
い
。

　
　
葛
（
九
・
一
〇
〜
一
〇
・
二
〇
）
　
七
倉
沢
（
一
〇
・
五
〇
〜
一
〇
・
五
五
）
　
神
ノ
沢
吊
橋
（
一
一
・

五
〇
〜
一
二
・
〇
〇
）
　
三
ノ
沢
吊
橋
（
一
二
・
三
〇
〜
一
二
・
四
〇
）
　
濁
（
一
三
・
〇
五
〜
一
三
・
一
五
）

　
第
五
発
電
所
（
一
四
・
〇
五
〜
一
四
・
一
五
）
　
湯
俣
取
入
口
（
一
七
・
〇
〇
）
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七
倉
沢
少
し
下
の
営
林
署
合
宿
迄
ト
ラ
ッ
ク
の
轍
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
も
馬
軌
道
が
第
五
ま
で
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
雪
は
少
な
く
輪
か
ん
も
要
ら
な
か
っ
た
。
湯
俣
の
お
や
じ
さ
ん
は
登
歩
渓
流
会
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
印
象
は
非
常
に
良
い
ら
し
い
。
気
温
〈
－2

℃
＼22

時
〉

　
十
二
月
十
四
日
　
小
雪
後
雨

　
　
湯
俣
（
八
・
四
五
）
　
中
東
沢
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
〇
・
二
〇
）
　
マ
チ
バ
吊
橋
（
一
二
・
一
五
〜
一
二

・
三
〇
）
　
マ
チ
バ
（
一
二
・
五
〇
〜
一
二
・
五
五
）
　
天
上
岩
小
屋
（
一
三
・
〇
〇
〜
一
三
・
一
五
）
　
第

三
吊
橋
上
ま
で
偵
察
　
岩
小
屋
（
一
四
・
三
〇
）
　
第
三
吊
橋
（
一
四
・
五
五
）
　
Ｐ
２
（
一
六
・
二
〇
〜
一

六
・
二
五
）
　
第
三
吊
橋
（
一
七
・
一
〇
）
　
岩
小
屋
（
一
七
・
二
五
）

　
湯
俣
の
親
父
さ
ん
の
話
で
は
、
天
上
沢
の
路
は
案
外
は
か
ど
り
そ
う
で
、
こ
の
分
で
は
Ｐ
２
ま
で
荷
を
上
げ

て
帰
京
で
き
る
と
見
当
を
つ
け
る
。
Ｐ
２
ま
で
行
け
れ
ば
テ
ン
ト
を
張
っ
て
荷
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
拙

い
こ
と
に
支
柱
を
持
っ
て
来
て
い
な
い
。
岩
小
屋
も
半
分
水
に
つ
か
っ
て
使
用
出
来
な
い
か
ら
、
第
三
吊
橋
付

近
に
小
屋
掛
け
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
の
話
に
、
つ
い
で
に
Ｐ
２
に
も
小
屋
掛
け
し
よ
う
と
決
め
て
鋸
、
針

金
な
ど
貰
っ
て
出
発
。
荷
は
約
七
貰
、
ア
イ
ゼ
ン
を
履
き
中
東
沢
出
合
よ
り
輪
か
ん
を
付
け
る
。
脛
く
ら
い
の

潜
り
方
。
中
東
沢
を
対
岸
に
見
る
少
し
下
に
沢
が
入
り
、
そ
の
出
合
付
近
が
悪
い
。
三
番
目
の
大
き
い
沢
の
所
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か
ら
大
高
捲
き
（
高
さ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
）
の
新
道
が
つ
い
て
い
た
。
マ
チ
バ
の
下
の
吊
橋
は
橋
桁
が
少
し

落
ち
て
飛
ん
で
い
た
が
、
水
俣
入
口
の
吊
橋
よ
り
む
し
ろ
良
か
っ
た
。
三
番
目
の
沢
付
近
か
ら
ア
ラ
レ
が
降
り

始
め
、
や
が
て
ミ
ゾ
レ
に
な
っ
た
。
岩
小
屋
は
水
に
つ
か
っ
て
な
く
て
先
ず
安
心
。
荷
を
置
い
て
第
三
吊
橋
上

の
小
屋
掛
け
予
定
地
ま
で
行
っ
て
み
た
が
、
あ
ま
り
良
い
場
所
で
な
い
の
で
、
岩
小
屋
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

時
間
が
多
少
あ
る
の
で
食
事
後
ザ
イ
ル
、
三
ツ
道
具
、
小
屋
掛
け
資
材
だ
け
持
っ
て
Ｐ
２
へ
向
う
。
ミ
ゾ
レ
で

身
体
が
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
る
。
雪
も
く
さ
っ
て
感
じ
が
悪
い
。

　
Ｐ
２
の
側
稜
を
直
登
し
て
、
Ｐ
２
ま
で
一
時
間
半
で
行
け
た
。
ラ
ッ
セ
ル
は
深
く
て
膝
ま
で
。
た
だ
し
上
部

に
垂
直
近
い
悪
場
が
あ
り
、
先
年
五
月
に
は
左
を
か
ら
ん
だ
が
、
今
度
は
直
登
し
て
骨
折
っ
た
。
Ｐ
２
頂
上
の

立
木
の
根
方
に
荷
を
置
い
て
直
ぐ
引
返
し
た
が
、
沢
ま
で
ひ
と
息
と
い
う
所
で
暗
く
な
り
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

岩
小
屋
に
戻
っ
た
。
岩
小
屋
内
に
は
流
木
あ
り
豪
勢
な
焚
火
を
し
た
。
し
か
し
シ
ュ
ラ
フ
だ
け
で
は
寒
く
て
眠

れ
な
か
っ
た
。
寒
さ
に
身
体
が
馴
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
気
温
〈
－2

℃
＼21

時
〉

　
十
二
月
十
五
日
　
風
雪

　
　
岩
小
屋
（
八
・
五
五
）
　
第
三
吊
橋
（
九
・
一
五
）
　
急
に
な
る
地
点
（
九
・
五
〇
〜
一
〇
・
三
五
）
　

Ｐ
ｌ
・
２
の
コ
ル
（
一
一
・
五
五
〜
一
二
・
〇
〇
）
　
Ｐ
２
（
一
二
・
一
五
〜
一
四
・
二
〇
）
　
Ｐ
ｌ
・
２
の

コ
ル
（
一
四
・
三
〇
）
　
第
三
吊
橋
（
一
四
・
五
五
）
　
岩
小
屋
（
一
五
・
〇
五
〜
一
五
・
三
五
）
　
マ
チ
バ

の
吊
橋
（
一
五
・
四
五
）
　
湯
俣
（
一
七
・
〇
〇
）
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一
気
に
小
屋
掛
け
す
べ
く
、
荷
約
五
貫
を
背
負
い
出
発
。
昨
夜
来
の
雨
は
風
雪
と
な
り
、
ラ
ッ
セ
ル
の
跡
も

消
え
、
深
い
所
は
二
尺
も
吹
き
溜
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
踏
ん
だ
跡
は
や
っ
ぱ
り
締
っ
て
い
て
、
さ
ほ
ど
潜
ら

な
い
。
昨
日
の
ル
ー
ト
で
は
無
理
な
の
で
新
し
い
ル
ー
ト
を
探
す
。
側
稜
取
り
付
き
か
ら
三
五
分
程
で
急
に
傾

斜
の
増
す
地
点
が
あ
る
（
こ
こ
ま
で
約
七
百
歩
）
。
こ
こ
で
荷
を
置
い
て
偵
察
、
Ｐ
ｌ
・
２
間
の
沢
に
ル
ー
ト

を
と
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
急
は
急
だ
が
壁
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
な
く
、
荷
は
あ
っ
て
も
昨
日
と
所
要
時
間

も
殆
ん
ど
変
ら
ず
尾
根
へ
出
た
。
木
立
の
深
い
痩
尾
根
を
Ｐ
２
へ
上
る
。
小
屋
掛
け
し
よ
う
と
思
っ
た
が
風
雪

が
烈
し
く
て
、
ゆ
る
ゆ
る
仕
事
も
で
き
な
い
の
で
、
木
立
を
利
用
し
て
テ
ン
ト
を
張
り
荷
を
入
れ
る
。
風
で
テ

ン
ト
は
凧
の
よ
う
に
揚
が
り
、
張
綱
も
一
本
切
れ
た
り
し
て
非
常
に
手
間
取
っ
た
。
約
二
時
間
か
か
っ
て
、
や

っ
と
張
り
終
っ
た
。
風
蔭
な
ら
ば
多
少
楽
だ
っ
た
ろ
う
が
、
手
頃
な
場
所
が
な
く
、
吹
き
溜
り
で
テ
ン
ト
の
埋

ま
る
の
を
惧



れ
た
の
で
、
尾
根
筋
の
風
当
り
の
強
い
所
へ
張
っ
た
の
で
あ
る
。
昨
日
の
荷
と
合
せ
て
テ
ン
ト
に

荷
を
入
れ
、
直
ぐ
下
る
。
こ
こ
へ
上
げ
た
も
の
、
ザ
イ
ル
、
三
ツ
道
具
、
サ
ブ
ル
ッ
ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
全
部
、

シ
ュ
ラ
フ
ザ
ッ
ク
、
毛
糸
靴
下
、
燃
缶
十
五
個
、
そ
の
他
小
物
。
帰
り
は
図
の
ル
ー
ト
を
下
り
た
が
、
沢
は
腿

ま
で
埋
ま
る
吹
き
溜
り
だ
っ
た
。
岩
小
屋
で
冷
飯
を
煮
直
し
て
昼
食
。
湯
俣
へ
下
る
。
シ
ュ
プ
ー
ル
は
殆
ん
ど

消
え
て
い
て
、
ラ
ッ
セ
ル
が
苦
し
か
っ
た
。
岩
小
屋
に
置
い
た
も
の
、
米
五
合
、
コ
ッ
ヘ
ル
、
燃
缶
五
個
、
木

椀
二
個
、
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
地
図
、
そ
の
他
小
物
。
湯
俣
に
着
い
た
時
は
既
に
真
っ
暗
で
あ
っ
た
。

　
十
二
月
十
六
日
　
晴
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湯
俣
（
一
〇
・
二
〇
）
　
第
五
発
電
所
（
一
一
・
五
〇
〜
一
二
・
一
〇
）
　
濁
（
一
二
・
四
五
）
　
三
ノ

沢
橋
（
一
三
・
〇
五
）
　
葛
（
一
四
・
一
五
〜
一
四
・
三
〇
）
　
第
二
発
電
所
（
一
五
・
三
〇
〜
一
五
・
四
五
）

　
バ
ス
　
大
町
（
一
六
・
〇
五
）

　
う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
上
る
。
ゆ
っ
く
り
湯
俣
を
出
て
下
る
。
下
の
方
に
も
多
少
雪
が
来
て
い
た
。
道
が
こ
わ

れ
た
た
め
、
バ
ス
は
第
三
発
電
所
ま
で
も
来
な
か
っ
た
。
二
十
一
日
ま
で
は
籠
川
の
橋
ま
で
し
か
行
か
な
い
と

い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
後
は
第
三
発
電
所
ま
で
入
る
由
。
爺
岳
の
双
峰
が
新
雪
に
輝
き
、
鹿
島
槍
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
山
の
よ
う
に
雪
煙
を
上
げ
る
美
し
い
夕
景
だ
っ
た
。
松
本
発
十
九
時
三
十
八
分
で
帰
る
。
荷
上
げ
の
目
的
は

充
分
に
果
せ
た
。
干
飯
、
餅
は
十
九
日
ま
で
に
作
っ
て
貰
う
よ
う
、
改
め
て
手
配
し
て
お
い
た
。

　
北
鎌
尾
根
へ
死
の
登
攀

　
十
二
月
二
十
一
日
（
起
床
七
時
）

　
　
大
町
　
バ
ス
籠
川
ま
で
（
八
・
〇
〇
）
　
籠
川
橋
（
八
・
五
五
）
　
第
二
発
電
所
（
九
・
〇
五
）
　
北
葛

沢
（
九
・
一
五
）
　
第
三
発
電
所
（
九
・
二
五
〜
一
〇
・
一
五
）
　
葛
（
一
一
・
一
五
）

　
十
二
月
二
十
二
日
　
曇
（
起
床
七
時
三
〇
分
）

　
　
葛
（
一
〇
・
三
〇
）
　
七
倉
沢
（
一
〇
・
五
〇
）
　
カ
ラ
沢
対
岸
飯
場
（
一
一
・
〇
〇
〜
一
一
・
〇
五
）
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シ
シ
ノ
口
切
通
し
（
一
一
・
三
〇
）
　
神
ノ
沢
小
屋
（
一
一
・
四
五
〜
一
二
・
二
五
）
　
神
沢
橋
（
一
二
・

三
〇
）
　
イ
ワ
ナ
取
り
大
岩
（
一
二
・
四
五
〜
一
二
・
五
〇
）
　
三
ノ
沢
橋
（
一
三
・
〇
〇
）
　
不
動
滝
（
一

三
・
一
五
〜
一
三
・
二
〇
）
　
濁
沢
（
一
三
・
三
○
）
　
吊
橋
（
雪
チ
ラ
ホ
ラ
）
（
一
三
・
四
〇
）
　
第
四
発

電
所
（
一
三
・
四
五
〜
一
三
・
五
〇
）
　
第
五
発
電
所
（
一
四
・
一
五
〜
一
五
・
二
〇
）
　
ナ
ナ
シ
小
屋
（
一

六
・
〇
〇
〜
一
六
・
一
〇
）
＝
す
ぐ
上
に
沢
あ
り
（
ナ
ナ
シ
沢
）
　
ガ
レ
の
曲
角
（
一
六
・
二
五
）
　
新
し
い

小
屋
（
一
六
・
三
五
）
　
次
に
コ
ジ
の
沢
＝
コ
ジ
の
沢
径
入
口
（
一
六
・
四
〇
）
屋
根
だ
け
の
小
屋
あ
り
、
次

に
小
沢
あ
り
、
北
鎌
の
見
え
る
曲
角
（
ガ
レ
）
　
調
制
池
（
一
六
・
五
五
〜
一
七
・
一
五
）
　
取
入
口
（
一
七

・
三
五
）

　
十
二
月
二
十
三
日
　
半
晴

　
　
湯
俣
取
入
口
（
九
・
四
五
）
〈
－2
°
〉
　
第
一
吊
橋
（
九
・
五
〇
〜
一
〇
・
一
五
）
　
疎
林
（
一
〇
・

三
五
）
＝
小
沢
あ
り
途
中
十
五
分
休
み
　
中
東
沢
（
一
一
・
〇
五
〜
一
一
・
一
五
）
〈3

°
〉
　
比
岸
ガ
レ
＝

曲
り
河
原
、
小
沢
あ
り
　
二
ノ
沢
（
一
一
・
二
五
）
＝
小
高
捲
き
、
河
原
を
へ
つ
る
　
三
ノ
沢
（
一
一
・
三
五

〜
一
一
・
四
〇
）
＝
す
ぐ
高
捲
き
始
ま
る
。
Ｍ
形
に
小
尾
根
二
本
捲
く
。
ホ
ン
の
小
沢
よ
り
河
原
へ
下
る
＝
河

原
（
一
二
・
〇
〇
〜
一
二
・
一
〇
）
　
マ
チ
バ
吊
橋
（
一
二
・
二
五
）
　
マ
チ
バ
（
一
二
・
四
〇
）
　
※
（
一

二
・
四
五
〜
一
三
・
三
〇
）
〈
－2

°
〉
　
第
三
吊
橋
（
一
三
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇
）
　
沢
に
入
る
（
一
四

・
五
〇
〜
一
五
・
一
〇
）
　
側
稜
取
付
き
（
一
五
・
二
〇
）
　
針
金
と
同
高
（
一
六
・
〇
〇
〜
一
六
・
〇
五
）
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〈
－3

°
〉
　
リ
ッ
ジ
（
一
六
・
三
五
〜
一
六
・
四
五
）
〈
－4

°
〉
　
Ｐ
２
キ
ャ
ン
プ
（
一
七
・
〇
〇
）

　
炊
事
始
　
十
八
時
。
時
計
止
ま
る
。
就
寝
時
〈
＋3

°
〉

　
雪
の
消
え
た
事
オ
ド
ロ
ク
ば
か
り
、
Ｐ
２
の
側
稜
は
ま
る
で
五
月
山
で
、
地
肌
さ
え
出
て
い
る
。
Ｐ
ｌ
と
の

間
の
沢
へ
入
っ
て
中
間
の
側
稜
を
登
っ
た
が
、
非
常
に
苦
し
か
っ
た
。

　
十
二
月
二
十
四
日
　
曇
後
雨
（
小
雪
）

　
何
ん
と
な
く
冷
え
て
よ
く
眠
れ
ず
、
三
時
頃
起
床
、
燃
罐
で
暖
ま
る
。
朝
食
後
九
時
頃
ま
で
一
睡
す
る
。
昼

食
後
十
一
時
頃
よ
り
テ
ン
ト
の
張
り
直
し
、
焚
火
し
て
夕
食
し
、
暗
く
な
っ
て
テ
ン
ト
に
入
る
。
雨
と
な
る
。

〈
＋5

℃
／18

時
〉

　
十
二
月
二
十
五
日
（
起
床
七
時
三
十
分
）

　
　
Ｐ
２
（
九
・
四
五
）
　
Ｐ
３
（
一
〇
・
一
五
〜
一
〇
・
三
〇
）

　
ザ
イ
ル
背
負
い
、
ワ
カ
ン
を
付
け
る
。

　
　
中
間
Ｐ
（
一
〇
・
四
五
）
＝
小
屋
掛
　
ガ
レ
下
の
コ
ル
（
一
一
・
〇
〇
）
＝
ヤ
ブ
ひ
ど
し
　
ガ
レ
の
Ｐ

（
一
一
・
三
〇
）
　
Ｐ
４
Ｒ
（
一
一
・
四
五
）
　
Ｐ
４
Ｒ
大
（
一
二
・
〇
〇
）
　
Ｐ
４
Ｍ
（
一
二
・
三
〇
〜
一

二
・
五
五
）
　
Ｐ
５
小
（
一
三
・
一
五
〜
一
三
・
三
〇
）
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Ｐ
５
偵
察
、
※
発
見
、
荷
を
入
れ
る
。

　
　
※
出
発
（
一
四
・
〇
〇
）
　
Ｐ
４
Ｍ
（
一
四
・
一
〇
）
　
Ｐ
４
Ｒ
大
（
一
四
・
二
〇
）
　
Ｐ
４
Ｒ
小
（
一

四
・
三
〇
）
＝
針
金
　
ガ
レ
頭
Ｐ
（
一
四
・
三
五
）
　
ガ
レ
下
の
コ
ル
（
一
四
・
五
〇
〜
一
五
・
〇
五
）
　
中

間
Ｐ
（
一
五
・
一
五
）
Ｐ
３
（
一
五
・
二
〇
）
　
Ｐ
２
（
一
五
・
三
〇
）

　
湿
雪
の
た
め
グ
シ
ョ
ヌ
レ
、
中
間
ピ
ー
ク
よ
り
雨
、
テ
ン
ト
へ
帰
っ
て
焚
火
す
る
。
夕
食
十
九
時
、
雨
盛
ん

に
降
る
。
テ
ン
ト
内
〈7
℃
／21
時
〉

　
十
二
月
二
十
六
日
　
雨

　
熱
っ
ぽ
く
、
耳
下
腺
腫
れ
る
。
雨
も
ひ
ど
い
の
で
休
養
と
す
。
朝
食
抜
き
で
十
一
時
頃
ま
で
ね
る
。
午
後
有

元
に
ヤ
ッ
ホ
ー
送
る
も
応
答
な
し
。
テ
ン
ト
の
下
に
葉
を
し
き
、
内
部
を
整
理
す
。
夜
、
腹
が
へ
っ
た
の
で
夜

食
、
テ
ン
ト
の
設
計
な
ど
す
。
雨
止
む
も
依
然
曇
る
。
ラ
ヂ
ウ
ス
今
夕
満
量
、
使
用
夜
　1.5h

（
就
寝
二
二
・

三
〇
）

　
十
二
月
二
十
七
日
（
起
床
四
時
三
十
分
）

　R
adius

　
使
用
朝
　2h

　
豪
雨
沈
澱
、
テ
ン
ト
破
れ
ん
ば
か
り
に
は
た
め
く
。
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十
二
月
二
十
八
日

　
　
Ｐ
２
（
一
二
・
〇
〇
）
　
有
元
と
会
う
（
一
三
・
〇
〇
〜
一
三
・
三
五
）
　
第
三
吊
橋
（
一
三
・
五
五
）

　
※
（
一
四
・
一
〇
〜
一
五
・
一
五
）
　
第
二
吊
橋
（
一
五
・
二
五
）
　
中
東
沢
（
一
六
・
〇
五
）
　
湯
俣

（
一
六
・
三
五
）
　
調
制
池
（
一
六
・
五
〇
）

　
十
二
月
二
十
九
日
　
休
養

　
十
二
月
三
十
日
（
起
床
八
時
）
〈
－10

℃
〉

　
　
調
制
池
（
一
〇
・
三
〇
）
　
湯
俣
吊
橋
＝
ア
イ
ゼ
ン
（
一
〇
・
四
五
〜
一
〇
・
五
五
）
　
一
ノ
沢
（
一
一

・
二
〇
）
　
二
ノ
沢
＝
小
高
捲
き
　
（
一
一
・
三
〇
）
　
三
ノ
沢
（
一
一
・
三
五
）
　
大
高
捲
き
終
る
（
一
一

・
四
五
）
　
マ
チ
バ
吊
橋
（
一
一
・
五
五
）
　
※
（
一
二
・
〇
五
〜
一
二
・
四
〇
）
　
第
三
吊
橋
（
一
二
・
五

〇
〜
一
三
・
一
〇
）
　
急
に
な
る
所
（
一
三
・
四
五
〜
一
三
・
五
五
）
　
リ
ッ
ジ
（
一
四
・
四
〇
）
　
Ｐ
２

（
一
四
・
五
〇
〜
一
五
・
一
〇
）
　
Ｐ
３
（
一
五
・
三
五
）
　
中
間
Ｐ
（
一
五
・
四
五
　
コ
ル
　
一
五
・
五
〇
）

　
ガ
レ
下
の
コ
ル
（
一
六
・
〇
〇
〜
一
六
・
一
〇
）
　
ガ
レ
の
Ｐ
（
一
六
・
四
五
）
〈
－4

℃
〉
（
就
寝
二
一

・
三
〇
）

　
十
二
月
三
十
一
日
　
曇
（
起
床
七
時
）
〈
－3

℃
〉
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Ｂ
Ｐ
（
一
〇
・
一
五
＝
二
五
松
）
　
Ｐ
４
Ｒ
小
（
一
〇
・
四
〇
）
　
Ｐ
４
Ｒ
大
（
一
一
・
〇
五
〜
一
一
・

二
五
）
　
Ｐ
４
主
（
一
一
・
三
五
〜
一
一
・
五
〇
）
　
Ｐ
５
小
（
一
二
・
〇
五
〜
・
一
〇
）
　
※
（
一
二
・
一

五
〜
一
三
・
一
〇
）
　
Ｐ
５
・
６
の
コ
ル
（
一
六
・
二
〇
）
　
Ｐ
６
（
一
七
・
一
五
＝
松
）
（
一
七
・
四
〇
）

　
ア
ラ
レ
、
ミ
ゾ
レ
の
中
の
ツ
ェ
ル
ト
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
、
雪
は
げ
し
く
ツ
ェ
ル
ト
を
覆
い
、
首
の
根
を
抑
え
つ
け

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
最
も
苦
し
い
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
。
身
体
は
濡
れ
殆
ん
ど
眠
れ
ず
、
燃
料
消
費
烈
し
。

　
※
よ
り
Ｐ
５
へ
の
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
、
ブ
レ
ー
カ
ブ
ル
ク
ラ
ス
ト
で
ア
イ
ゼ
ン
き
か
ず
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
。

悪
し
。
Ｐ
６
は
案
外
楽
に
右
を
か
ら
ん
で
登
る
。
※
よ
り
Ｐ
６
ま
で
荷
は
分
け
て
何
度
も
往
復
す
る
。

　
一
月
一
日
　
大
風
雪

　
　
Ｐ
６
（
一
〇
・
三
〇
）
　
Ｐ
７
＝
松
濤
キ
ジ
（
一
一
・
三
〇
）
　
北
鎌
コ
ル
（
一
二
・
三
〇
）
　
雪
洞
掘

り
終
る
　
（
一
四
・
三
〇
）

　
ク
ラ
ス
ト
の
上
に
新
雪
一
尺
程
つ
も
り
、
ア
イ
ゼ
ン
効
か
ず
、
わ
か
ん
も
効
か
ず
、
烈
し
い
風
雪
中
に
苦
闘

す
。
全
身
濡
れ
て
冷
え
切
り
北
鎌
コ
ル
の
雪
洞
に
て
漸
く
な
り
。
濡
れ
物
を
全
部
脱
い
で
干
し
、
ガ
ソ
リ
ン
消

費
大
。
ラ
ヂ
ウ
ス
再
び
不
調
と
な
る
。
（
就
寝
二
一
・
三
〇
）
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一
月
二
日
（
起
床
五
時
二
十
分
）

　
ラ
ヂ
ウ
ス
破
壊
、
燃
缶
と
ガ
ソ
リ
ン
の
直
焚
き
で
水
を
作
る
。
七
時
頃
息
苦
し
く
て
気
付
い
て
み
る
と
入
口

閉
塞
、
有
元
掘
る
。

　
動
悸
激
し
く
、
風
雪
は
昨
日
に
も
ま
し
て
ひ
ど
い
し
、
濡
物
も
そ
の
ま
ま
な
の
で
一
日
沈
澱
。

　
上
る
か
、
下
る
か
の
岐
路
に
立
つ
。

　
入
口
閉
塞
そ
の
後
二
回
。

　
夜
、
星
空
と
な
る
。
ラ
ヂ
ウ
ス
も
応
急
修
理
で
何
と
か
燃
え
出
し
た
の
で
明
日
は
登
高
と
す
る
。

　
十
五
時
洞
内
〈4

℃
〉
中
央
〈0

℃
〉
（
ラ
ヂ
ウ
ス
無
）
入
口
〈
－8

℃
〉

　
十
八
時
三
十
分
　
洞
内
〈13
℃
〉
（
ラ
ヂ
ウ
ス
）
洞
外
〈
－9

℃
〉

　
ガ
ソ
リ
ン
の
直
焚
で
洞
内
真
黒
。

　
　
食
事

　
十
二
月
三
十
日

　
昼
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
パ
イ
　
四

　
夜
　
干
飯
、
シ
チ
ュ
ー
、
ミ
ル
ク
、
リ
ン
ゴ
、
パ
イ
　
六
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ

　　
十
二
月
三
十
一
日
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朝
　
干
飯
、
ミ
ソ
汁
、
ミ
ソ
漬
（
大
根
、
油
揚
）

　
昼
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ー
ズ
、
ハ
ム
、
ナ
ッ
パ
、
ラ
ク
ト
レ
ー
ト

　
夜
　
干
飯
、
肉
、
リ
ン
ゴ
、
ハ
ム

　　
一
月
一
日

　
朝
　
干
飯
、
ミ
ソ
汁
（
ス
ヂ
）
、
バ
タ
ー
、
ハ
ム

　
昼
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ー
ズ
、
ラ
ク
ト
レ
ー
ト

　
夜
　
餅
、
鮭
、
ハ
ム

　
一
月
三
日

　
　
※
（
九
・
一
〇
Ａ
、
九
・
四
〇
Ｍ
）
　
有
元
に
追
い
付
く
（
一
〇
・
五
五
）
　
第
一
悪
場
上
（
一
一
・
四

五
）
　
天
狗
（
以
下
二
文
字
不
明
）
（
一
三
・
〇
五
）
　
ビ
ス
ケ
ッ
ト
食
う
（
一
四
・
〇
〇
）
　
※
（
一
五
・

三
五
）
　
雪
洞
出
来
（
一
七
・
一
五
）
（
就
寝
二
一
・
三
〇
）
入
口
〈0

℃
〉

　
　
　
（
十
頁
空
白
）
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１
月
４
日
　
フ
ー
セ
ツ

　
天
狗
の
コ
シ
カ
ケ
ヨ
リ
　
ド
ツ
ペ
ウ
ヲ
コ
エ
テ
　
北
カ
マ
平
ノ
ノ
ボ
リ
カ
ヽ
リ
デ
ビ
バ
ー
ク
。
カ
ン
キ
キ
ビ

シ
キ
タ
メ
有
元
ハ
足
ヲ
※
二
度
ト
ー
シ
ョ
ー
ニ
ヤ
ラ
レ
ル
．
セ
ツ
ド
ー
ハ
小
ク
、
ヤ
中
入
口
ヲ
カ
ゼ
ニ
サ
ラ
ハ

レ
全
身
ユ
キ
デ
ヌ
レ
ル
．

　
　
テ
ン
グ
※
（
８
・
１
５
）
　
ド
ッ
ペ
ウ
（11

・
０
０
）
　
小
※
（15

・
３
０
）

　
１
月
５
日
　
フ
ー
セ
ツ

　
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
ヲ
出
タ
ト
タ
ン
全
身
バ
リ
バ
リ
ニ
コ
オ
ル
、
手
モ
ア
イ
ゼ
ン
バ
ン
ド
モ
凍
ッ
テ
ア
イ
ゼ

ン
　
ツ
ケ
ラ
レ
ズ
、
ス
テ
ッ
プ
カ
ッ
ト
デ
ヤ
リ
マ
デ
ユ
カ
ン
ト
セ
シ
モ
※
千
丈
側
ニ
ス
リ
ッ
プ
　
上
リ
ナ
ホ
ス

力
ナ
キ

　
　
　
（
四
頁
空
白
）

　
タ
メ
共
ニ
千
丈
ヘ
下
ル
、
カ
ラ
ミ
デ
モ
ラ
ッ
セ
ル
ム
ネ
マ
デ
、15

時
Ｓ
．
Ｈ
．
ヲ
ホ
ル

　
１
月
６
日
　
フ
ー
セ
ツ

　
全
身
硬
ッ
テ
力
ナ
シ
、
何
ト
カ
湯
俣
迄
ト
思
フ
モ
有
元
ヲ
捨
テ
ル
ニ
シ
ノ
ビ
ズ
、
死
ヲ
決
ス

　
オ
カ
ア
サ
ン
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ア
ナ
タ
ノ
ヤ
サ
シ
サ
ニ
　
タ
ダ
カ
ン
シ
ャ
．
一
ア
シ
先
ニ
オ
ト
ウ
サ
ン
ノ
所
ヘ
行
キ
マ
ス
。

　
何
ノ
コ
ー
ヨ
ウ
モ
出
来
ズ
死
ヌ
ツ
ミ
ヲ
オ
ユ
ル
シ
下
サ
イ
．

　
ツ
ヨ
ク
生
キ
テ
下
サ
イ
．

　
井
上
サ
ン
ナ
ド
ニ
イ
ロ
イ
ロ
相
談
シ
テ

　
　
　
（
二
頁
空
白
）

　
井
上
サ
ン

　
イ
ロ
イ
ロ
ア
リ
ガ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
　
カ
ゾ
ク
ノ
コ
ト
マ
タ
オ
ネ
ガ
ヒ
．

　
手
ノ
ユ
ビ
ト
ー
シ
ョ
ウ
デ
思
フ
コ
ト
ノ
千
分
ノ
一
モ
カ
ケ
ズ
　
モ
ー
シ
ワ
ケ
ナ
シ
、

　
ハ
ハ
、
オ
ト
ー
ト
ヲ
タ
ノ
ミ
マ
ス

　
有
元
ト
死
ヲ
決
シ
タ
ノ
ガ
　
６
・
０
０

　
今
　14

・
０
０
　
仲
々
死
ネ
ナ
イ

　
漸
ク
腰
迄
硬
直
ガ
キ
タ
、

　
全
シ
ン
フ
ル
ヘ
、
有
元
モ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｚ
、
ソ
ロ
ソ
ロ
ク
ル
シ
．
ヒ
グ
レ
ト
共
ニ
凡
テ
オ
ハ
ラ
ン
．

　
ユ
タ
カ
、
ヤ
ス
シ
、
タ
カ
ヲ
ヨ
　
ス
マ
ヌ
、
ユ
ル
セ
、
ツ
ヨ
ク
コ
ー
ヨ
ウ
タ
ノ
ム
．
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（
十
四
頁
空
白
）

　
サ
イ
ゴ
マ
デ
　
タ
ヽ
カ
フ
モ
イ
ノ
チ
、
友
ノ
辺
ニ
　
ス
ツ
ル
モ
イ
ノ
チ
、
共
ニ
ユ
ク
．
（
松
ナ
ミ
）

　
父
上
、
母
上
、
私
ハ
不
孝
で
し
た
、
お
ゆ
る
し
下
さ
い

　
治
泰
兄
、
共
栄
君
　
私
の
分
ま
で
　
幸
福
に
お
過
し
下
さ
い

　
実
態
調
査
室
諸
士
、
私
の
わ
が
ま
ゝ
を
今
ま
で
お
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
井
上
さ
ん
　
お
せ
わ
に
な
り
ま
（
六
頁
空
白
）
し
た

　
荒
川
さ
ん
　
シ
ュ
ラ
フ
お
返
し
で
き
ず
　
す
み
ま
せ
ん
　
　
　
有
元

　
我
々
ガ
死
ン
デ
　
死
ガ
イ
ハ
水
ニ
ト
ケ
、
ヤ
ガ
テ
海
ニ
入
リ
、
魚
ヲ
肥
ヤ
シ
、
又
人
ノ
身
体
ヲ
作
ル

　
個
人
ハ
カ
リ
ノ
姿
　
グ
ル
グ
ル
マ
ワ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ナ
ミ

　
　
　
（
十
二
頁
空
白
）

　
竹
越
サ
ン
　
御
友
情
ヲ
カ
ン
シ
ャ
．
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川
上
君
　
ア
リ
ガ
ト
ウ
（
松
濤
）

　
有
元

　
井
上
サ
ン
ヨ
リ
　
２
０
０
０
エ
ン
カ
リ
　
ポ
ケ
ッ
ト
ニ
ア
リ
、

　
松
濤

　
西
糸
ヤ
ニ
米
代
借
リ
、
３
升
分
、
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
新
編
　
風
雪
の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
」
山
と
溪
谷
社

　
　
　2000
（
平
成12

）
年3

月20

日
初
版
第1

刷

底
本
の
親
本
：
「
風
雪
の
ビ
バ
ー
ク
」
朋
文
堂

　
　
　1960

（
昭
和35
）
年7

月

初
出
：
「
私
家
版
　
風
説
の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
」

　
　
　1950

（
昭
和25

）
年1
月6

日

※
「
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
」
と
「
ビ
バ
ー
ク
」
、
「
ド
ツ
ペ
ウ
」
と
「
ド
ッ
ペ
ウ
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す
。

※
「
１
月
４
日
」
の
記
述
か
ら
は
「
以
下
は
可
能
な
か
ぎ
り
原
文
通
り
と
す
る
」
と
い
う
編
注
が
付
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

入
力
：
岡
山
勝
美

校
正
：
雪
森

2015

年2

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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